
自己紹介

住民カードを引

き、架空の住民

になって名前を

決めて自己紹介。

【ゲームの流れ】 ゲーム時間：１００分／グループ人数：６～８人

ステージ１

青カード(あったら

いいなと思う物)を

地図の中の自宅や

施設に置いていき

ます。

ステージ２

緑カード(地域にあった

らいいなと思う事柄)を

架空の住民の立場で２

枚選び、理由を説明し

ながら、地図に置いて

いきます。

ステージ３

黄色カード(自分に出来

たらいいなと思う活動)

を架空の住民の立場で２

枚選び、理由を説明しな

がら、地図に置いていき

ます。

ステージ４

住民カードを外し、課

題についてグループで

話し合い、結果を発表

します。

課 題

○○○○○○○

○○○○○○○

○○

「ＳＳＧ仙台発そなえゲーム」

NPO法人FORYOUにこにこの家
（市民協働による地域防災推進実行員会事務局）

代表 小岩孝子

少子高齢化に伴い、ひとり暮らしの高齢者の増加や災害時の要援護者支援の問題

等、従来の地域コミュニティとは異なる様々な問題を抱えていた状況の下に東日本

大震災が発生し、私たちは「日頃からの備え（自助）」と「人のつながり（共

助）」の大切さを改めて気づかされました。

東日本大震災を体験した仙台市民として震災の教訓を後世に伝えていくことが使

命であると考え実行委員会を立ち上げ、仙台市と協働で将来にわたり震災の教訓が

伝わるように「なすことにより学ぶことのできる」防災ゲームの開発に取り組みま

した。

私たちが開発した「ＳＳＧ仙台発そなえゲーム」は、参加者一人一人が架空の住

民になって「災害に備えるために、自分や地域に何が必要か・何ができるか」につ

このゲームの特徴は参加者が架空の住民１０～８０代の男女のいずれかになりき

り、その立場で災害への備えを考えることにあります。それは地域に住んでいる

様々な世代の住民に気づき、思いを巡らすことにつながります。

被災地・仙台から全国へ世界へ発信し、「ＳＳＧ仙台発そなえゲーム」が活用さ

れ、災害時の防災・減災に役立つツールになることを強く願っています。

【ＮＰＯ法人ＦＯＲＹＯＵにこにこの家（市民協働による地域防災推進実行委員会事務局）】

事務局担当：小岩・大野

〒981-110２ 仙台市太白区袋原３丁目１６－５１ TEL/FAX 022-241-0858

そなえさん


